
資料3－1  

種目別のサービス提供実態調査（ケーススタディ）  

1．調査の目的   

先行研究（「福祉用具貸与価格の情報提供システムに関する調査研究事業（平成21年ニi  

月 （社）シルバーサービス振興会）」等）によって福祉用具サービスで実施されている業  

務に要している時間等については、ある程度定量的に把握されてきた。   

しかし、福祉用具サービスを提供する際に福祉用具貸与・販売事業所が実施している具  

体的な作業内容については把握できておらず、福祉用具サービスの有効惟・必要性につい  

て議論する際に必要となる、サービス実態についての共通認識が得られていない。   

そこで、本調査では、福祉用具サーービスの有効性・必要性を議論するための基礎資料と  

して、福祉用具サービスで実施されている作業内容の詳細を把握する。  

2．調査の概要  

（1）調査の内容  

1）ヒアリング調査   

福祉用具種類毎のサービスで実施されている具体的な作業内容の詳細について把握する  

ため、福祉用具貸与事業所を対象としたヒアリング調査を実施する。  

2）映像記録の分析   

福祉用具種類毎のサービスで実施されている具体的な作業内容のうち、把握すべき詳細  

な作業内容の選定を行った上で、作業場面を撮影し、映像記録を分析することにより、詳  

細なサービス内容やサービス提供の実態を把握する。  

（2）調査項目（案）一   

事前ヒアリングによって福祉用具サービスで実施する作業内容は別紙の通り。これらの  

作業内容のうち、その実態が明らかではなく可視化する必要性が高いと考えられる以下の  

作業内容を選定し、調査の対象とする。なお、作業内容の撮影については、以下の作業だ  

けを撮影することは困難であるため、以下の作業を含む業務を広く撮影し、事務局におい  

て各作業内容を編集・抽出して評価を行うこ ととする。   

＞ アセスメントの作業状況・実施頻度   

＞ 搬入・設置、搬出の作業状況・実施頻度  

1第1回WGにおいて「サービス担当者会議における福祉用具貸与事業所の役割」につい  
ても撮影してはどうかとの意見を頂いた。しかし、サービス担当者会議については、福祉  
用具貸与事業所だけでなく、居宅介護支援事業所等の協力を得る必要があるなど、実施上  

困難があるため、今回については利用者に直接提供されるサービスに限定して撮影をする〔つ   



＞ 利用指導・適合調整の作業状況・実施頻度  

＞ フォロー・モニタリングの作業状況・実施頻度 …・等  

（3）調査実施の流れ   

本調査では、まず「①福祉用具種類毎のサービスで実施されている作業内容の洗い出し」  

を行い、把握すべき詳細な作業内容の選定を行った上で、「②サービス内容詳細把握（映像  

記録分析とヒアリング）」を行う。   

なお、把握すべき詳細な作業内容の選定及び映像記録分析に際しては、ワーキンググル  

ープの助言を得ながら検討を行う。  

①事前ヒアリング：福祉用具種類毎のサービスで実施されている作業内容の洗い出し  

ヒアリング調査対象事業所の選定  

福祉用具種類毎の作業項目の洗い出し   



（4）調査の対象及び選定方法  

1）事前ヒアリング調査   

福祉用具サービスで実施されている具体的な作業内容を洗い汁けため、過去の調査研究  

等で協力を得られた事業一者の中から5事業者を選定し、ヒアリング調査を行う。  

2）サービス内容詳細把握調査   

調査の対象は、平成20年度に（社）シルバーサービス振興会が実施した「福祉用具貸与  

価格の情報提供システムに関する調査研究事業」の結果を基に平均的な事業所を選定する。  

また、選定に際しては、（財）テクノエイド協会における過去の調査実績等から協力が得ら  

れる事業所を優先的に選定する。2   

調査対象とする福祉用具貸与・販売事業所は4事業所とし、事業所（または事業者）の  

規模毎に1事業所とする。調査の対象とする事例は各事業所が扱う福祉用具の種類毎に1  

ケースを対象として実施する。従って、最大では4事業所×福祉用具17種類×1ケース＝  

68事例の各作業内容について把握H来る。3  

（5）調査期間及び調査周期   

調査期間は、平成21年f）月～11月の：うケ月間とする（調査対象とする福祉用具貸与・  

販売事業所では概ね：うケ月の間には最低1回のモニタリングが実施されると想定し、調査  

対象が提供している全ての福祉川具に係るサ←ビスについて捕捉が期待出来る4）。  

（6）調査の方法（サービス内容詳細把握）   

調査は、調査対象とする福祉用具貸与・販売事業所の職員の協力を得て、職員自ら業務  

内容を撮影する方法で実施する。撮影方法等の技術的な方法については、テクノエイド協  

会が事業所に対しあらかじめ講習を行うlつ また、撮影する業務内容の概要及び概ねの実施  

頻度については、あらかじめ事業所からヒアリングを行って、テクノエイド協会において  

把握しておく。  

2平成20年度に（社）シルバーサービス振興会が実施した「福祉用具貸与価格の情報提供シ  

ステムに関する調査研究事業」の結果によれば、全国の福祉用具貸与事業所においてサー  

ビス提供体制及び実施内容が偏った事業所が非常に少ないことが分かっており、ある程度  

悉意的に選定しても極端な結果にはならないと期待出来る。  

3第1回WGでは「新規利用者」と「継続利用者」で手間が異なることから両者を把握す  

べきとの意見があったが、本調査では「福祉用具種類別の作業状況を口丁視化すること」を  

優先すること、経費面・事業所の負担面で困難があることから「新規」「継続」の別につい  

ては特に明示的に把握はしない方針とする。  

4新規利用者にのみ提供されるサービス内容（例えば、相談業務等）については、調査期間  

中に新規利用がない福祉用具については捕捉が難しい。  

3   



利用者  

3．評価の方法と結果の分析   

記録された映像については、事務局において個人情報の秘匿処理等（利用者、家族、福  

祉用具貸与・販売事業所職員が特定出来る情報のモザイク処理等）を行う。   

秘匿処理を終えた映像について、福祉用具種類別にヒアリング結果から得た作業内容の  

解説等を付与し、WGに提示する。WGにおいては、ヒアリング結果と映像によって可視化さ  

れた作業内容について確認・議論を行い 、福祉用具サービスで実施されている福祉用具種  

類別の各作業内容の妥当性等についての共通認識を得る。  

以上   



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容‥作業の対象】  資料3－1別紙  

においては、相談会議への訪問・出席の場合も多い。   

受付時に福祉用兵事門相談員によって、介護保険制度の説明と同時に、弊社のサービス内容・特長を説明する。また介 
険制度内のサービスとそれ以外に提供できるサービス内容を説明する。   
利用者が別のサービスを希望されている場合においては、適切な事業所を紹介する。   

資料、道具、設備＝・車両、自社のカタログなど。   

ケアプランの提供を受け、福祉用具の利用について検討するn   

3、相談受付表などの書類  



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容：作業の対象】  

概ねの所事時Ⅶ書記入して下さい   

門員からケアプランや利用者の情報   
況、住環境など）などの情報の有無  

体を把握（図面・計測・撮影等）し、福祉用具を使用を想定した場合の環境整備プランの原案作り。  

ビス内容を確認して、福祉用具プランとの整合性を図る。   

計画暮を作成する。  



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容：作業の対象】  

概ねの所零時Ⅶを記入して下さい   

他のサービス事業者  

商品管理担当者は福祉用具専門相談員の連絡を受け福祉用具を手配（発注や在庫確保）する 

●利用者・家族  

契約暮規の作成  ○  

●利用者・家族  ●担当する福祉用具専門相談員が、契約書、契約書別紙（商品及び料金明細記敲）の内容を利用者及び利用者家族等に説   
契約書の内容説明  明する。  ●10～20分  

わし  

契  
約  

●利用者・家族  ●担当する福祉用具専門相談貞が、重要事項説明書の内容を利用者及び利用者家族等に説明するけ  ●契約変更時は不要 
○  ●営業時間やアフターサービス・苦情窓口等の説明と署名。また緊急時の対応策として、主治医・利用者・家族の緊急時の   

重要事項の説明  
●20～30分  

連絡先を聴取、記入頂き、最後に署名（2部）をお願いする ●対になる作業…契約暮の内容説明・契約の取リ  
交わし  

●利用者・家族  ●担当する福祉用具専門相談員が商品納品・契約変更時に、利用者及び利用者家族に契約書の内容を説明し7承いただ  
○  いた後、契約書を2適作成し押印いただ〈。1通は客先控えとし、もう1通を当社控えとする。  ●ご利用者の判断能力等に問題がある場合  

●対になる作業・‥重要事項の説明  ●5～10分程度  



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容＝作業の対象】  

によって調整が困難。  

ったら、介護支援零門真に報告する。  

た福祉用具にキスーや破損などが起こらないよう、配慮しながら輸送。  

●福祉用具専門相談員が利用者、家族に対して搬入ルートの確認。  
●家財保護の為、ベッド／くット等による壬生実施。（搬入商品ごとに異なる）   

リフトなど大きい商品である時に養生が必  
が多いが、小物等の場合は不要。   

には、事前に連絡を設置箇所にスヘ’一入を聞けて頂くよう、利用軒家族に依軌   利用者宅の居室の大きさなど  

、により、作業の手間が変動。  
により、作業の手間が変動。  

●退院前、利用者不在時の納品の場合、本人退院時  



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容二作業の対象】  

●福祉用具専門相談員が利用者の身体状況やニーズに合わせて、福祉用具の適合、調整を行なう。   

●事前に病院、施設で調整しても、在宅での使用の  
場合、調整変更する可能性あリL  

●【福祉用具の組立■設置】【福祉用具の取り扱い説  
明・取り扱い説明書の交付】【納品後の使用状況確  

用を求め、使い方を指導。   
介助者が複数（ヘルハー、丁イ、ンヨート等）である場合、それぞれの介助者への取り扱い説明を実施。  

用確認、使い方指導、動作確認と一体で対応  

福祉用具専門相談員より、利用者・家族に納入後10日以内で希望訪問日を確認し、日程調整。介護支援等門見や他の  
護サービス事業者の同行が必要な場合も同様に日程調整を行う。   

納品時に日程を決めてしまう場合もある。  

帰社後、使用状況、適合状況を介護支は専門員にモニタリング報告iにて報告する（ファックス）。  

事業所によっては基本は  

帰社後、使用状況、適合状況を介護支援専門員にモニタリング報告書にて報告する（ファックス）。  



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容：作業の対象】  

概ねの所壬時間を記入して下さい   



【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容作業の対象】  

サービス プロセス  作豪工程   福祉用1  血書   1体的な作業内容を記入して下さい   作業の手¶の蜜畿事欄を正人して下さい  

賑兼の増  作賽の対象を記入して下さい  （実施しなくてすむ疇台の条件書）   ■考  
合にも実施  概ねの所畢時Ⅶを記入して下さい  
しているエ  
程   各作業工程について、通★、誰がどのように行うかを記入してください。そのエ種を行うために必芋な実科、道具、役儀などあれば、併せてモ入してください。  他の作業工程と一体に行うことが多ければ、対になる作手工程名も 記入して下さい   

事業所もあり 搬出日の日程調整  
ユ 

●利用者・家族  ●不足品が生じた場合、破損があった場合は家族に  
福祉用具の点検（物   ●介護支援専門員  

○  実施してIゝない、ら．：ニ  ●5－10分  
チェック）  I騨弼御仁   唆する。  

●利用者・家族  
●住宅環境によっては養生が困難な場合  

●介護支援専門員  ●福祉用具専門相談員が利用者、家族に対して搬出ルートの確認。  
●2階以上の居室やマンション等の高層住宅、狭小  

・‡  
●家財保護の為、ベッドパット等による養生実施。（搬入商品ごとに異なる）   住宅等  

生等）  ●気象条件により異なる  
●5～10分  

●一人での配送や室内からでは搬出が不可能な場 田  

丸、こ1 

●利用者・家族  
●介護支援専門員  搬 出  

（室内の整理等）   
●通常は実施しないが、適宜、設置場所の片づけを行う場合がある。その場合は福祉用具専門相談員が、利用者に了承を  ●5～60分  
得て、家具の移動、ほうきにて簡単な清掃を行うb  

●利用者・家族  
●介護支援専門員  

輸送車両への積み込 み  ×    ●他のサービス事業者  ●福祉用具寺門相談員が商品に破損、荷崩れ等が生じないように、丁寧に積み込みを行なう。  ●5～60分  
●自社職員  

●利用者・家族  
×   ●介護支援専門員  ●自社の福祉用具専門相談員が破損に気を付け安全に帰社する ●交通や天候の状態、利用者宅までの距離に左右さ  

輸送  ●福祉用具専門相談員  ●荷台と運転席が隔離された専用車両により用具を輸送する  れる。  ●10－90分  

●衛生管理センター従事  ●商品が積載された状態で福祉用具寺門相談眉が二酸化塩素消毒機スプライザーミニで噴霧消書し10分放置。その後商品  
輸送車両の消毒  ×   者  を下ろした状態で同作葉を再度行なう。「専用運搬車而消毒記録票」を作成する。  ●30分  

●福祉用具専門相談員  

事業所によっで，  

●福祉用具実績報告  ●介護支書呈専門員 ●福祉用具専門相談員   は実施していな∴ い   

て連絡、報告を行う。  

そ  
の  
他  




